


子
ど
も
た
ち
の
遊
戯
室

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
に
は
、「
吉
野
川
に
若
ア
ユ
の

す
む
清
ら
か
な
街
、
五
條
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

こ
の
人
権
総
合
セ
ン
タ
ー
が
今
後
市
民
に
と
っ
て
、

豊
か
な
憩
い
の
場
と
な
っ
て
ほ
し
い
」そ
ん
な
願
い
を

こ
め
て
、
ア
ユ
の
姿
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
ア
ー
ト
ワ
ー

ク「
ひ
か
り
の
は
な
び
ら
」（
細
井
篤
氏
作
）を
設
置
。

　

優
し
さ
と
ぬ
く
も
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
や
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
な
い
人
権
文
化

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
拠

点
施
設
と
し
て「
五
條
市
人
権
総
合
セ
ン

タ
ー
」が
五
條
４
丁
目
に
こ
の
ほ
ど
完
成
し

ま
し
た
。

　

こ
の「
五
條
市
人
権
総
合
セ
ン
タ
ー
」は
、

前
身
の
五
條
文
化
会
館（
隣
保
館
）・
五
條

東
児
童
館
・
五
條
東
老
人
憩
の
家
の
老
朽

化
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
耐
震
化
等
へ
の
対

応
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
施
設

を
一
本
化
に
す
る
こ
と
で
利
便
性
や
効
率

性
が
高
く
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広

い
世
代
が
集
い
交
流
で
き
る
施
設
が
望
ま

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
３
館
を
統
合
し

た
複
合
施
設
と
し
て
計
画
、
建
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
周
辺
地
域
を
含
め
た

五
條
市
全
体
に
わ
た
り
、
福
祉
の
向
上
や

人
権
啓
発
を
推
進
す
る
住
民
交
流
、
地
域

福
祉
・
人
権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
な

る
開
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
生
活
上
の
課
題
や
人
権
課
題
等

の
解
決
の
た
め
の
各
種
事
業
、
ま
た
児
童

の
健
全
育
成
の
た
め
の
諸
事
業
を
実
践
推

進
し
、
住
民
自
ら
が
力
を
合
わ
せ
築
い
て

い
く「
福
祉
と
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
」を
推

進
・
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

■
セ
ン
タ
ー
の
設
備

　

セ
ン
タ
ー
に
は
、
こ
れ
ら
の
役
割
・
目

的
を
果
た
し
実
現
し
て
い
く
た
め
の
交
流

や
学
習
、
活
動
等
の
場
と
し
て
、
講
演

会
や
催
し
な
ど
多
目
的
に
利
用
で
き
る

１
０
０
人
収
容
の「
大
会
議
室
」、
調
理
実

習
等
が
で
き
る「
生
活
改
善
室
」、
各
種
相

談
の
た
め
の「
相
談
室
」、
高
齢
者
等
の
学

習
・
健
康
づ
く
り
・
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な

る「
交
流
の
間
」、
児
童
・
生
徒
の
学
び
の

場
で
あ
る「
学
習
室
」「
習
字
教
室
」「
図
書

コ
ー
ナ
ー
」、
子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と

遊
び
ふ
れ
あ
う「
遊
戯
室
」、
広
い
世
代
の

た
め
の
学
習
等
の
場
で
あ
る「
パ
ソ
コ
ン
教

室
」「
教
養
室
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

福祉と人権のまちづくりをめざして
五條市人権総合センター完成
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教
養
室

生
活
改
善
室

学
習
室

交
流
の
間

パ
ソ
コ
ン
教
室

大
会
議
室

五
條
市
長　

吉
野
晴
夫

　

こ
こ
に
、
五
條
市
市
制
五
〇
周
年
の
記
念
の

年
に
五
條
市
人
権
総
合
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
式
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
市
民
の

皆
様
方
と
共
に
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
旧
施
設
で
あ
り
ま
す
五
條
文

化
会
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
築
後
38
年
、
五

條
東
児
童
館
・
東
老
人
憩
の
家
は
、
建
築
後
28

年
と
、
そ
れ
ぞ
れ
経
過
年
数
と
共
に
老
朽
化
が

進
み
、
大
規
模
改
修
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
分
散
し
て
い
た
３
館
を
一
つ
に
統

合
し
た
複
合
施
設
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
便

性
や
効
率
性
の
ア
ッ
プ
・
維
持
管
理
費
等
の
経

費
削
減
を
図
っ
た
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
装
に
輝
く
当
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
３
階
建
て
で
、
大
会
議
室
・
生
活

改
善
室
・
パ
ソ
コ
ン
教
室
・
交
流
の
間
・
図
書

コ
ー
ナ
ー
・
娯
楽
室
・
遊
戯
室
と
高
齢
者
か
ら

子
ど
も
ま
で
世
代
を
超
え
た
交
流
が
で
き
る
総

合
施
設
で
あ
り
ま
す
。

　

市
政
は
市
民
の
幸
せ
に
つ
な
が
り
、
市
民
の

幸
せ
は「
今
日
の
喜
び
」と「
明
日
へ
の
夢
」が
調

和
し
た
明
る
い
豊
か
な
市
民
生
活
の
上
に
培
わ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
施
設
が
、「
福
祉
向
上
や
人
権
啓
発
の
拠

点
施
設
」・「
住
民
交
流
の
拠
点
と
な
る
機
能
・

役
割
を
果
た
せ
る
施
設
」と
し
て
、
地
域
に
密

着
し
た
施
設
と
し
て
の
活
動
を
展
開
し
、
日
常

生
活
に
根
ざ
し
た
街
づ
く
り
を
果
た
す
施
設
と

し
て
広
く
親
し
ま
れ
る
こ
と
を
念
願
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
建
設
に
際
し
ま
し
て
、
各
方
面
か
ら

お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
暖
か
い
ご
支
援
・
ご

協
力
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
施
設
運
営
に
は
、
遺

憾
な
く
そ
の
機
能
を
発
揮
し
、
市
民
か
ら
親
し

ま
れ
る
総
合
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
そ
の
使
命
を

果
た
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
市
民

各
位
の
一
層
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を
切
に
お
願

い
致
し
ま
す
。

五
條
市
人
権
総
合
セ
ン
タ
ー
の

竣
工
に
あ
た
り

■
セ
ン
タ
ー
事
業
の
概
要

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
３
館
の
事
業
を
継

承
し
な
が
ら
、
よ
り
広
い
範
囲
の
住
民
や

児
童
を
対
象
と
し
た
事
業
を
総
合
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。
主
な
事
業
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

隣
保
館
事
業
と
し
て
は
、
生
活
・
福
祉

の
向
上
、
自
主
・
自
立
、
人
権
の
推
進
を

柱
に
、
各
種
相
談
や
地
域
福
祉
・
保
健
活

動
の
実
施
、
住
民
の
交
流
と
生
涯
学
習
の

推
進
を
図
る
文
化
祭
や
文
化
教
室
等
の
開

催
、啓
発
・
広
報
活
動
や
講
演
会
等
の
実
施
、

地
域
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
を
実
施
・
支
援
し
ま
す
。

　

老
人
憩
の
家
と
し
て
の
事
業
は
、
高
齢

者
の
親
ぼ
く
、
生
き
が
い
対
策
、
心
身
の

健
康
増
進
を
図
る
た
め
の
教
室
等
を
開
催
・

支
援
し
ま
す
。

　

児
童
館
事
業
と
し
て
は
、
遊
び
や
教
室
、

集
団
活
動
な
ど
を
通
じ
て
児
童
の
協
調
性

や
自
立
心
、
情
操
、
集
中
力
等
を
養
う
と

共
に
創
造
力
や
感
性
を
は
ぐ
く
み
、
ま
た

児
童
や
保
護
者
の
地
域
組
織
や
学
校
と
の

連
携
に
よ
っ
て
相
互
の
理
解
や
つ
な
が
り

を
深
め
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
り
ま

す
。
子
ど
も
人
権
学
習
を
通
じ
て
は
、
小
・

中
学
生
の
人
権
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■問合先

　五條市人権総合センター

　　　五條市五條４丁目１番３号
　　　☎２４・３７２７
　▽通常業務時間
　　平日　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　（土・日曜・祝日、年末年始＝
　　　　　１２月２９日～１月３日は休館）
※会議室等各室貸出の時間は、午前９時～午後10時
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五條市消防本部　☎22・3310

　３月１日（土）～７日（金）まで春の火災予防運動が実施され
ます。
　また、山火事予防・車両火災予防運動も併せて行います。
　これからの季節、空気が非常に乾燥し火災が発生しやすくな
りますので、火気の取り扱いには十分注意してください。

火災予防統一標語

「火は見てる　あなたが離れる　その時を」

春の火災予防運動

　新春恒例の五條市消防出初式が１月１４日、上野公園
駐車場で消防職員および消防団員約６２０人と、赤十字
奉仕団員１６人が参加し開催されました。
　式典では、消防活動に功績のあった優良消防職員およ
び消防団員に表彰が行われた後、市民らが見守る中、奈
良県防災ヘリコプターや消防車両による放水演習があり、
色とりどりの水のアーチに市民の安心、安全を守るとい
う使命達成の誓いを新たにしました。

安心・安全を守る使命を胸に
平成20年消防出初式

奈良県内の最低賃金
　最低賃金は、最低賃金法に基づいて決定されたもので、常用・臨時・パート・アルバイト等を含め、すべての
労働者に適用されます。使用者は、適用される最低賃金額等を周知するとともに、必ずこの金額以上の賃金を支
払わなければなりません。

奈良県最低賃金 （19.10.25発効） 時間額 ６６７円

産業別最低賃金
一般機械器具製造業 （19.12.25発効） 時間額 ７７０円
電機関係製造業 （19.12.25発効） 時間額 ７７２円
自動車小売業 （19.12.25発効） 時間額 ７７０円
木材・木製品・家具・装備品製造業 日　額

時間額
６，５２７円
８１６円（製材熟練等） （元.1.25発効）

	
■問合先　奈良労働局　☎０７４２・３２・０２０６

�消防トピックス



こんにちは
ローニー・トムスン
外国語指導助手（ALT）

です

共に過ごした思い出を大切に
　親愛なる五條の皆さん！
　今皆さんにさようならを言うために、この記事を書いています。皆さ
んがこれを読むときには、僕はもう日本にはいません。カナダに戻って
います。当分はここで住むことになります。私が訪問した五條西中学校、
西吉野小中学校、大塔小中学校、大塔保育所、賀名生幼稚園、白銀北幼稚園、
城戸保育所の先生方に一年半にわたり、ご親切にして頂いたことをお礼
申し上げます。また生徒の皆さんにはこの間私を笑わせてくれ、そして
私が皆さんに英語を教えましたが、皆さんが私に日本語を教えてくれた
ことに対して、有り難うと言いたいと思います。皆さんのことをこれか
らも懐かしく思い出すことでしょう。皆さんがこれからも英語を勉強し
続け、恥ずかしがらずに勇気をもって、英語を話すことを願っています。
皆さんの英語上達を妨げるのは、失敗を恥ずかしがることだけなんです
から。常にベストを尽くして話し、学んでください。失敗をすることも
学ぶことの一部です。人はみな間違いをします。それをあまり気にしす
ぎて話さなくなるなら、そこであなたの勉強はストップしてしまいます。
どの言語にも「書く、読む、聞く、話す」という４つの領域があります。
語学学習成功の秘

ひ

訣
けつ

は、この全領域に取り組むことです。

　僕は日本に来る機会が持てて、そして特に西吉野に来られてとても幸
運でした。ここはとても特別な土地です。だから皆さんにここに暮らす
ことの幸せを時々、感じて欲しいと思います。西吉野といえば、桜、梅、柿、
イノシシ鍋、こういうものがすぐ思い浮かびます。もちろん川で泳いだ
ことや吉野川祭りに行ったことも素晴らしい思い出です。

　日本を去るのはとても悲しいです。でも、いつか戻って来たいと思い
ます。私が教えた子供たちが、大きくなった時も僕のことを覚えていて
くれたらうれしいです。

　皆さんのご多幸を祈り、そして心からお礼を申し上げたいと思います。
「ありがとう五條市、元気でね。」

＊この記事は、ＡＬＴの書いた英文を訳したものです。
　英語版は中央公民館にあります。

あなたの 愛の一言が
　　青少年を すこやかに

育てます
○　子どもたちに積極的に声かけをお願いします
○　子どもたちを事故や犯罪から守りましょう
○　おとなが見本となり、良いことは率先して行いましょう

■問合先　青少年センター　☎２４・３００４
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市長に寄付金を手渡す田中修司さん（中央）と孝さん（右）

４１１人が晴れて成人

　五條市成人式が、１月１３日に市民会館で行わ
れ、新成人の門出を祝福しました。今年は市内で男性
２１３人、女性１９８人の合計４１１人が新成人とな
りました。

　オープニングでは和太鼓「のら」が太鼓演奏を披露し、
式典を盛り上げました。
　新成人を前に吉野市長は「成人した自覚を持ち社会に
貢献してほしい。」と式辞を述べました。続いて新成人
を代表して、４人が自身の夢や両親、家族などへの感
謝の気持ちを込めた意見を発表。出席者は２０歳の喜
びと責任を感じる契機となりました。

平成２０年五條市成人式

文化財保護の推進に

　株式会社柿の葉すし本舗たなか相談役の田中修司さ
んと、同会長の孝さん夫妻が市役所を訪れ、文化財保
護の推進にと３，０００万円を五條市に寄付しました。
　これは、昨年１１月に田中さんが受章した旭日双光
章を記念したもので、夫妻は「商売でお世話になった地
元に貢献できれば」と語り、市長に寄付金を手渡しまし
た。

田中さん夫妻 市に3,000万円

意見を発表した４人のみなさん

堤　大輝 さん 中西　由香 さん

竹林　大輝 さん 西浦　千裕 さん

�五條ニュース五條ニュース



五條小学校チーム「ラブリースマイル」のみなさん

厄よけ・五穀豊穣を祈る

　国の重要無形民俗文化財である念仏寺（大津町）の「陀々堂の鬼はし
り」が、１月１４日に行われました。
　午後９時、読経の声やほら貝・大太鼓の音が響く中、父鬼・母鬼・
子鬼の３人の鬼たちが登場しました。
　そして火手（カッテ）役が行事の安全を祈って空中で水の字にたいま
つを振る「火伏（ひぶせ）の行」を行ってから、３人の鬼たちが重さ６０
キログラムもあるたいまつをかざして堂内を巡り、訪れた参拝者は今
年の幸せを祈りました。
　また、夜の鬼はしりを前に、当日午後には、たいまつを点灯しない

「昼の鬼はしり」と、地区の小中学生がひとまわり小さな面をかぶって
登場する「子供鬼はしり」も行われ、見物客を楽しませました。

陀々堂の鬼はしり

山頂を目指して

　第３１回雪中金剛登山が１月１９日に行われ、
２１５人の子供たちが参加し、山頂を目指しました。
残念ながら雪は尾根付近に少し残ってる程度でしたが、
数日前からの冷え込みで登山道には高さ７ｃｍを超え
る大きな霜柱があちこちにあって、子供たちは驚きの
歓声を上げていました。
　昼食場所のキャンプサイトでは、五條市スカウト育
成協議会により温かい豚汁が振る舞われました。

雪中金剛登山

五條小学校チームが優秀賞

　「子どもを犯罪の被害者にも加害者にもさせない」対策を推
進中の奈良県警察が、１月１９日に開催した「いかのおすし一
人前」ダンスコンテストで、五條小学校チーム「ラブリースマ
イル」が優秀賞を受賞しました。
　「いかのおすし一人前」とは、「行かない・乗らない・大声で
叫ぶ・すぐに逃げる・知らせる・一人で遊ばない、出かける
前にどこで、だれと遊ぶかを伝える」の児童連れ去りを防止す
る言葉の頭文字をとったキーワードで、それをもとに作られ
た曲に、児童たちが教師と一緒になり振り付けを考え、今回
のコンテストで県内の小学校など１６チームが披露しました。

「いかのおすし一人前」ダンスコンテスト

宝くじの助成を受け体育備品を購入しました

　財団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業
により、賀名生体育館（西吉野町和田）に卓球台やバレー
ボール等の用具を購入しました。
　同センターは宝くじの普及広報費として受け入れる
受託事業収入を財源として、コミュニティ活動に助成
を行い健全な発展を図るとともに宝くじの普及広報事
業を行っています。

賀名生体育館

ほうじょう
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市県民税の申告
所得税の確定申告は正しくお早めに

申告期間　２月１８日（月）〜３月１７日（月）（土曜・日曜は除く）
　市役所税務課では、平成２０年度（平成１９年分所得）の市・県民税申告および平成１９年分の所得税確定申告
の相談および申告書の受付を次の日程で行います。

●市県民税の申告の受付日程

場　　所 日　　　時
五條市役所 本庁　税務課

２月１８日（月）～３月１７日（月）
（土・日曜日は除く）

午前８時３０分
～午後５時１５分西吉野支所 住 民 課

大 塔 支 所 住 民 厚 生 課

■　市・県民税の申告が必要な人
　平成２０年１月１日現在、五條市に居住があり、平成１９年中に所得があった場合で、次の人は市・県
民税の申告が必要です。
○	事業所得などがあった人・・営業等・農業・不動産所得などの所得があった人。
○	給与所得があった人・・・・①勤務先から給与支払報告書が五條市役所に提出がない人。
　　　　　　　　　　　　　　　（日雇、パート、アルバイトなどで働いている人）
　　　　　　　　　　　　　　	②給与所得以外の所得(営業、農業、不動産、年金)があった人。
○	公的年金等を受けた人・・・医療費、社会保険料、扶養などの控除を受けようとする人。
　※上記の人で、税務署に確定申告をする場合は、市県民税の申告は必要ありません。

●所得税確定申告の相談会場日程

会　　場 場　　所 日　　　時

五　條　会　場 五條市　市民会館　
（３階会議室）

２月25日（月）～３月17日（月）
（土・日曜日は除く）
※上記の期間中、税務署員や税理士
が相談を受ける日程は、２月２５
日（月）～２月２９日（金）です。

▽午前の部
　午前１０時～正午
　(受付：午前9時～11時30分）
▽午後の部
　午後１時～３時３０分
　（受付：午後0時30分～3時）
※混雑時には受付を早く終了するこ
とがあります。

西吉野　会　場 市役所　西吉野支所 ２月２７日（水）

大　塔　会　場 市役所　大　塔支所 ２月２５日（月）、２月２９日（金）

※五條会場の期間が、昨年と異なりますのでご注意ください。
※不動産、株式などを売却した時の譲渡所得（分離課税）、贈与税、相続税の相談は行いません。
※相談者が多数の場合は、早めに受付を終了することがありますのでご了承ください。
※申告期間中、作成済みの申告書であれば、市役所税務課窓口でも提出できます。

■　所得税の確定申告が必要な人
○事業所得（営業等・農業）・不動産・一時所得などがある人
　平成１９年中の「所得金額の合計額」から「基礎控除その他の所得控除の合計額」を差し引き、その金額に
基づいて「計算した税額」が「配当控除額」などを差し引いて残額のある人。
○サラリーマン・パート・アルバイトなどの給与所得者で次に当てはまる人
　・給与収入が2,000万円を超える人
　・年末調整された給与所得や退職所得以外の各種所得金額が２０万円を超える人
○公的年金等を２か所以上からもらっている人
　公的年金等を２か所以上からもらっていて、それぞれの公的年金等受給額を合算して計算した結果、所
得税を納めなければならない人、または還付がある人。
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所得税確定申告の相談会場を利用するにあたってのお願い
　市役所における確定申告会場（五條・西吉野・大塔会場）の混雑緩和のため、平成19年分所得税の確定申告を
市役所の各会場で申告する場合は、次の点に注意・協力をお願いします。

●税務署が推進する「自書申告」の方針に基づき、申告書（および収支内訳書）には、事前に記入できるところは
記入しておいてください。

　「自書申告」とは、納税者が自ら申告書を記入し、作成して税務署に提出することです。
よって、申告書には事前に氏名、住所、扶養親族など記入できるところは記入しておいてください。
特に、事業(営業・農業などの)所得がある人は、年間の収入や必要経費などを自分で整理し、収支内訳書に記
入しておいてください。整理されていない場合は、申告の受付ができないことがあります。

●不動産（土地・建物）、株式などを売却した時の譲渡所得（分離課税）を伴う申告および消費税の申告は、直接
税務署で行ってください。

　分離課税を伴う申告および消費税の申告は、申告書作成に相当の時間がかかる場合が多く、混雑の要因となっ
ています。あくまでも、確定申告の最終審査を行うのは、所得税を管轄する税務署になりますので、これらの確
定申告については、直接税務署で行ってください。

●医療費控除を伴う確定申告は、まず自分で整理、計算をお願いします。

　医療費控除に関する領収書の整理、計算などは事前に済ませてから来場してください。整理、計算する時は、
①医療を受けた人別に、②病院・薬局別に分類してください。整理されていない場合は、受付ができないことが
あります。

●農業所得における水稲の所得標準が平成１８年分から廃止されました。

　平成１７年分までの農業所得における水稲の所得は、所得標準に基づいた所得の計算が可能でしたが、平成
１８年分から、すべて収支計算に変わっています。自分で収入・支出（経費）を整理したうえで申告することにな
ります。

収支計算とは、
収入金額－必要経費＝所得金額

出荷伝票や仕切書などの収入金額の分かる書類
請求書や領収書などの支払金額の分かる書類
の保存や記帳が必要です。

●所得税の確定申告および市県民税の申告に必要なもの
□　申告書（所得税および市県民税）、収支内訳書（営業・農業・不動産等の所得がある人）、印鑑、
　　申告者本人の金融機関の口座番号がわかるもの（所得税の納付および還付を口座振替等で行う場合）
□　昨年（平成1８年中所得）の申告書の控え
□　収入および必要経費のわかる書類
　　<給与所得者>　勤め先からの源泉徴収票　　<年金受給者>　社会保険庁などからの源泉徴収票
　　<営業・農業・不動産等所得者>収入や必要経費がわかる帳簿（収支内訳書に転記しておいてください。）
□　社会保険料の支払額を確認できる書類
　　・国民健康保険税　・介護保険料　・国民年金保険料控除証明書
□　生命保険料控除証明書（・一般の生命保険料　　・個人年金の生命保険料）
□　地震保険料控除証明書
　　（平成18年12月31日までに締結した長期損害保険は従前の損害保険料控除を適用）
□　扶養する親族に収入がある場合、その収入のわかる資料（源泉徴収票等）
□　医療費控除を申告する人
　　・医療機関等の領収書（平成19年中の領収印があるもので、整理して合計しておいてください。）
　　・保険組合や保険会社から補てん金がある場合その金額がわかるもの

　所得税から引ききれなかった住宅ローン控除がある人は、住民税の住宅ローン控除の申告をお忘れなく
　→　詳しくは、「広報五條」19年12月号･20年1月号および市ホームページをご覧ください。

■問合先　税務課　市民税係　本（内線２５６、２９８）
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はじめてみませんか？
ｅ

イータックス

－Ｔａｘ（国税電子申告・納税システム）
　ご自宅のパソコンからインターネットを利用して確定申告やさまざまな申告等ができます。
　さらにｅ−Ｔａｘのご利用なら、こんなことが・・・！

最高５，０００円の税額控除

　本人の電子署名および電子証明書を付して所得税の確定申告をｅ−Ｔａｘで行うと、最高５，０００円の所得税の税額控除
を受けることができるようになりました。（平成１９年分または平成２０年分のいずれか１回）

添付書類が提出不要

　所得税の確定申告をｅ−Ｔａｘで行う場合、医療費の領収書や源泉徴収票は、提出に代えて、記載内容を入力して送信で
きるようになりました。（確定申告期限から３年間、添付書類の提出または提示を求められることがあります）

還付申告がスピーディー

　ｅ－Ｔａｘで申告された還付申告は早期処理しています。（３週間程度に短縮）

ｅ－Ｔａｘをご利用いただくためには？

　利用開始のための手続等が必要です。
Step1 開始届出書をｅ−Ｔａｘホームページの開始届出書作成・提出コーナーから所轄の税務署に提出します。
Step2 電子証明書を取得（費用がかかります）し、ＩＣカードリーダライタを購入します。
Step3 ｅ−Ｔａｘの初期登録（電子証明書の登録等）を行います。

　詳しくは、ｅ－Ｔａｘホームページで

　　　www.e-tax.nta.go.jp　イータックス　で　検　索

■問合先　葛城税務署　大和高田市西町１−１５　☎０７４５・２２・２７２１（代）

公的個人認証サービスの電子証明書を
取得されるみなさんへ
　公的個人認証サービスの電子証明書は、ｅ－Ｔａｘ等の電子申告に利用できます。電子証明書を取得するには、申請者本
人の住民基本台帳カードが必要になります。住民基本台帳カードをお持ちでない場合は、市役所本庁舎１階の窓口で「住民基
本台帳カードの発行申請」を済ませてから、続いて「公的個人認証サービスの電子証明書の発行申請」を行うことになります。

申請の種類 窓　口 手数料 手続きに必要な物 その他注意事項
住民基本台帳
カードの発行

市民課
（本庁舎１階）
※支所での発行
はできません

500円 ・申請者本人の来庁が必要です。
・身分証明書（運転免許証・パスポートな
ど官公署が発行した顔写真付きのもの）
・印鑑
・縦４．５ｃｍ×横３．５ｃｍの証明写真
１枚（顔写真付きのカードを希望者の
み）

・カードの有効期間は、発行日から１０
年間です。
・五條市外に転出すると無効になります。
・顔写真付きと写真なしの２種類が選べ
ます。
・発行には３０分程度の時間がかかりま
す。

電子証明書の
発行

情報システム室
（発行作業は本
庁舎１階の税務
課カウンターに
て行います）

500円 ・住民基本台帳カード
・身分証明書（運転免許証・パスポートな
ど官公署が発行した顔写真付きのもの）

・電子証明書の有効期間は、発行日から
３年間です。
・住所、氏名に変更があった場合は失効
します。
・発行には３０分程度の時間がかかりま
す。

■受付時間　午前８時３０分～午後５時１５分（土・日・祝日は除く）
■問合先
　▽住民基本台帳カードの発行について　市民課市民係　本（内線２６２）
　▽電子証明書の発行について　企画調整課情報システム室　本（内線３１４）
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原付自転車・軽自動車の廃車・譲渡・転出
手続きはお早めに
　原動機付自転車等を、廃車・譲渡された場合は、すみやかに申告してください。
　軽自動車税は、４月１日現在の所有者に課税されますので、廃車・譲渡された場合は、次の要領で必ず申告してく
ださい。
　申告を怠ると、所有していなくても課税されますので、ご注意ください。
■廃車・譲渡の手続き
▽原動機付自転車（１２５ｃｃ以下）
　ナンバープレート・原動機付自転車申告済証・印鑑を持って市役所税務課、または西吉野支所住民課もしくは大塔
支所住民厚生課で手続きをしてください。
　盗難にあった場合は、警察へ被害届出をしたのち、市役所税務課、または西吉野支所住民課もしくは大塔支所住民
厚生課で廃車手続きをしてください。
▽軽自動車
　奈良県軽自動車検査協会（大和郡山市額田部北町９８０−３　☎０７４３・５８・３０１８）で手続きをしてください。
▽二輪の小型自動車（２５０ｃｃを超えるもの）および軽二輪（１２５ｃｃを超え２５０ｃｃ以下）
　奈良県陸運支局（大和郡山市額田部北町９８１−２　☎０５０・５５４０・２０６３）で手続きをしてください。
■転出の際の手続き
　ほかの市町村へ転出する人で原動機付自転車を所有している場合は、転出後１５日以内に市役所税務課、または西
吉野支所住民課もしくは大塔支所住民厚生課に標識を返納し、転出先の市区町村役場で、新しい標識の交付を受けて
ください。
■問合先　税務課庶務係　本（内線３３３）

軽自動車税の減免申請
３月３１日までに
　次の要件に該当する場合、軽自動車税の減免を
受けることができます。（対象車は一台に限りま
す）
①身体障害者手帳、精神障害者手帳、療育手帳、
戦傷病者手帳の交付を受け、自らが運転する場合。
②身体に障害のある人の通学、通勤、通院などの
ために用いる車で、身体に障害のある人などと生
計を一にする家族が運転する軽自動車など。
　なお、対象となる障害の範囲は＜別表＞のとお
りです。
　該当する場合は、障害者手帳、運転免許証（コ
ピーでも可）、印鑑、原動機付自転車申告済証ま
たは検査証を持って、３月３１日（月）までに、市
役所税務課、または西吉野支所住民課もしくは大
塔支所住民厚生課で手続きをしてください。手続
きをしないと、平成２０年４月１日現在の所有者
に軽自動車税が課税されます。

■問合先　税務課庶務係　本（内線３３３）

■別表　対象となる障害の範囲

区　分 障害の程度
本人が運転する場合 家族が運転する場合

視覚障害
身体障害者 級 １～４

戦傷病者 項
症 特別～４

聴覚障害
身体障害者 級 ２　・　３

戦傷病者 項
症 特別～４

言語機能障害
（こう頭摘出に限る）

身体障害者 級 ３

戦傷病者 項
症 特別～２

平衡機能障害
身体障害者 級 ３

戦傷病者 項
症 特別～４

上肢不自由
身体障害者 級 １　・　２

戦傷病者 項
症 特別～３

下肢不自由

身体障害者 級 １～６ １～３

戦傷病者

項
症 特別～６ 特別～３

款
症 １～３

体幹不自由

身体障害者 級 １～５ １～３

戦傷病者

項
症 特別～６ 特別～４

款
症 １～３

乳幼児期以前の非
進行性脳病変によ
る運動機能障害

上肢機能 身体
障害者 級

１　・　２

移動機能 １～６ １～３
心臓・腎臓・呼吸器・
膀胱・直腸,または
小腸の機能障害

身体障害者 級 １　・　３

戦傷病者 項
症 特別～３

免疫機能障害 身体障害者 級 １～３
知的障害者 Ａ

精神障害者

精神障害者保健福
祉手帳１級所持者
で通院医療費公費
負担制度を受給し
ている人に限る
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平成２０年４月から
証明書発行等の手数料を改定します
　これまで五條市では、行政全般の経費節減を行うなか、財政健全に向け、安定した自主財源の確保に鋭意努力
を重ねてまいりました。
　今回の手数料改定については、受益者負担の原則にのっとり行政サービスのあり方について検討した結果、行
財政改革の一環として４月１日より、次のとおり手数料を改定します。
　市民の皆様のご理解とご協力をお願いします。

証明書の種類 旧手数料(円) 新手数料(円) 担当課

住民票の写しの交付（広域交付含む） ２００ ３００ 市民課

住民票記載事項証明書 ２００ ３００ 市民課

戸籍の附票の交付 ２００ ３００ 市民課

住民基本台帳の閲覧 ２００ ３００ 市民課

外国人記載事項証明書 ２００ ３００ 市民課

外国人登録原票の写し ２００ ３００ 市民課

印鑑登録証明書 ２００ ３００ 市民課

印鑑登録証の再交付 − ３００ 市民課

認可地縁団体印鑑登録証明 ２００ ３００ 市民相談室

認可地縁団体に関する証明 ２００ ３００ 市民相談室

固定資産課税台帳登録事項証明 ２００ ３００ 税務課

固定資産課税台帳閲覧 ２００ ３００ 税務課

課税証明 ２００ ３００ 税務課

納税証明 ２００ ３００ 税務課・保険課

公文書および公簿の閲覧等 ２００ ３００ 税務課

図面の閲覧・照会 ２００ ３００ 税務課

その他手数料 ２００ ３００ 各課

■各支所（西吉野・大塔支所）でも引き続き証明書等の発行を行っています。
■詳細については、各担当課へ問い合わせてください。

２月は

固定資産税・都市計画税
（４期）

国民健康保険税（８期）
の納期です。

　市役所本・支所担当窓口、取扱金融機関および、ゆ
うちょ銀行・郵便局で納付してください。
　納税は便利で確実な口座振替（自動払込）をご利用く
ださい。
　納期限は２月２９日（金）です。

■問合先
　税務課徴収係　本（内線２５９、２６０）
　保険課保険税係　本（内線２６６、３６８）
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五條地区平成２０・２１・２２年度役務提供等競争入札(見積)
参加資格審査申請を受け付けます
　五條市が発注する業務委託等に係る役務提供等の競争入札(見積入札)に参加を希望する業者は申請手続きを
してください。
　申請を受理された業者は、市役所各部局で発注する際の業者名簿に登録されます。
■受付期間　２月２０日（水）まで
　　　　　　午前９時～１１時５０分・午後１時～５時、土・日・祝日は除く
■提出書類　財政課で申請要領および申請書類を配布するほか、
　　　　　　五條市ホームページ（http://www.city.gojo.lg.jp/）からダウンロードもできます。
■提出方法　持参または簡易書留による郵送。
■有効期間　平成２０年４月１日～平成２３年３月３１日（３か年）

■受付・問合先　財政課管財係　本（内線２１３）

平成２０年度学校給食用物資納入業者を募集します
　学校給食センターでは、市立小・中学校の給食に、新鮮で良い材料（県給食会あっ旋物資、米穀、精麦、パン、
牛乳を除く）を提供できる納入業者を募集します。
■受付期間　２月１８日（月）～２月２９日（金）　午前８時30分～午後５時15分、土・日は除く
■受付場所　市立学校給食センター（五條市岡町２１０−１）
■提出書類
　①　五條市学校給食用物資納入業者登録申請書
　②　所轄税務署の完納証明書（所得税非課税の場合は県市民税完納証明書）
　③　食品衛生法に基づく営業許可書（写し）
　④　食品衛生監視票

■問合先　市立学校給食センター　☎２２・１２８８

平成20・21・22年度

花咲寮用物資納入業者を募集します
　市立養護老人ホーム花咲寮では、物資の納入を行う業者を募集します。
■受付期間　２月１２日（火）～２月２２日（金）　午前８時３０分～午後５時
■受付場所　市立養護老人ホーム花咲寮事務所（五條市釜窪町１４８０）
■対象者　給食材料、仕出し弁当類、介護用品、日用品、衣類および旅行委託業務等を取り扱う市内の業者に限
ります。
■登録有効期間		平成２０年４月１日～平成２３年３月３１日
■登録方法　花咲寮で配布する申請書に必要事項を記入し、次の提出書類を添えて提出してください。
■提出書類
　①　花咲寮用物資納入業者登録申請書（申請書は花咲寮に用意しています）
　②　市民税の完納証明書（非課税の場合は非課税証明書）
　③　食品衛生法による営業許可書（写し）
　④　食品衛生監視票
　⑤　営業所、製造所および倉庫の所在地見取図
■問合先　市立養護老人ホーム花咲寮　☎２２・２９３９

1�
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【新町への移住一覧】（1816～1847年）
元
の
村

・五条村から
・須恵村から
・二見村から

105例
16例
5例

（83.3％）
（12.7％）
（4％）

移
住
の
理
由

・引っ越し
・結婚
・養子、養女
・分家
・合宿
・離婚
・帰村
・その他
・不明（記載無）

54例
26例
12例
5例
4例
3例
2例
3例
17例

（49.5%）
（23.9%）
（11%）
（4.6%）
（3.7%）
（2.8%）
（1.8%）
（2.8%）

計 126例（不明は除く）

馬遼太郎（『十津川街道』）の言葉を借りれば、近世の五條
は「奈良に次ぐ都市」であり、「大和における歴史的雄都」でした。
一方、当事者の新町・五条の人々は、「諸品交易人馬往返」の宿場
町で、「河州（河内国）・紀州之国境にて紀州より勢州（伊勢国）其
外えの往還宿場」・「紀州国境の咽

の

喉
ど

首」・「大和国の儀、奈良は
首分、五條は尾」の位置にありその役割を果たしているのだと自
己認識し、自覚していました。
　丁度４００年前の１６０８（慶長１３）年、松倉豊後守重政が
五条村と二見村の一部を分割し、商人を各地から誘致して新町
を創立しました。二見城の城下町・伊勢（高野）街道沿いの宿場町・
商業の町などの機能を併せ持った、以前とは異なった近世的な
町場として出発することになりました。その後、建前上（法的に）
は各村であり別々の行政的位置づけがなされていた五条（村）・
二見（村）・須恵（村）・新町（村）などと有機的な繋

つな

がりを持った
在郷町として発展し、この地域は「歴史的雄都」となり、現在の
五條市の基礎が作られることになります。この近世的な町場と
して発展した新町の様子や特色を、暫

しばら

く松倉重政よもやま話か
ら離れて、眺めてみようと思います。（典拠：『柏田家文書』）
　現代もそうですが、都市の特色の一つは、人の移動が頻繁で
あることです。近世の新町周辺も人の移動が結構ありました。
右の一覧は、文化１３（１８１６）年～弘化４（１８４７）年の約
３０年間の新町への五条・二見・須恵からの移住１２６例の内
訳です。平均すると、この三か村からだけで毎年４例の移住が
あったことになります。引っ越しと合

あい

宿
やど

は全体の５３．２％にも
なりますが、これらの大半は仕事や商売の関係からの転入だと
考えられます。結婚・養子縁組も多いですが、それぞれの家業

を継続させ、発展さ
せようとする新町の
社会の意欲やエネル
ギーを感じさせる数
値だと思われます。
分家の場合も、元の
本家の家業に一定の
力があるから可能で
あり、新町にもそれ
を受け入れる地盤が
あったからだと思い
ます。新町は、計画的都市で、創設当初の９３～９４棟の家並
み以外に家を建てるような広い田畑や自然原野を持っていませ
んでした。別の史料によると天保２（１８３１）年においては、
世帯数約１６０戸、人口約６８０人の規模です。この規模の町
で、３０年間で１２６例の転入例はかなりの頻度ではないでしょ
うか。そして、町の範囲が決まっている以上、これだけの転入
があるということは、新町からの他地域への転出者も同程度に
存在したということです。１９世紀ごろの新町村・須恵村・五
条村・二見村はそれだけ結びついていたのであり、都市的な地
域だったのです。ただ、移住元の大半の８３．３％が五条村であ
るということは、特に新町・五条は、町場として相互補完的な
役割を特に果たしていた、あるいは一体化が進んでいたのだと
考えられます。では、五条村・二見村・須恵村以外との関係は
どうなのでしょうか。和歌山方面との結びつが結構大きいので
すが、この点については次回とします。

「近世の新町」－歴史的雄都の五條－

（新町と松倉豊後守重政４００年記念事業実行委員会委員　藤井正英）

五條地区第３回五條市西吉野ふれあい文化祭を開催します

司

■日時　３月１日（土）・３月２日（日）
■場所　西吉野コミュニティセンター、白銀南体育館、白銀南公民館
発表の部門
　▽１日午後１時から　カラオケ発表
　▽２日午前９時から　町内保育所・幼稚園の発表、群読、舞踊、大正琴、詩吟、コーラス、囲碁、お茶席等
展示の部門
　▽１日・２日の２日間
　　工芸、手芸、生け花、盆栽、書道、トールペイント、町内保幼小中作品の展示等
企画の部門
　▽２日のみ

模擬店（ドーナツ、当て物、草もち、ぜんざい、手作り石けん、小物、ヨーヨー、ジュース、フランクフルト、ご飯、コー
ヒー、おでん、たこ焼、炊き込みごはん、中華ちまき、ネギ焼等）

そ の 他
　▽１日・２日の２日間
　　健康づくりコーナー　パネル展示
■問合先　五條市西吉野ふれあい文化祭実行委員会事務局　西吉野支所住民課内　西（内線２５）
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おしらせ

献血にご協力を 　近年献血者は減少傾向にあり、血液不足は深刻となっています。この機会に皆さんのご協力をお
願いします。
■日時　２月２５日（月）午前９時３０分～正午、午後１時～４時
■場所　五條市役所
■献血の種類　４００ｍｌ
■対象者　満１６歳～満６９歳の人で、体重が男性４５ｋｇ以上、女性４０ｋｇ以上の人
（ただし６５歳以上の献血者については、６０歳から６４歳に献血経験のある場合に限ります）
＊ヤコブ病に伴い、欧州渡航歴のある場合については、滞在期間により献血ができないことがあり
ます。
■注意　輸血用血液の安全性を高めるため、献血の際本人確認を実施していますので、保険証・運
転免許証など本人確認のできるものを持参してください。
■問合先　保健福祉センター成人保健係（内線２９０）

市民健康セミナー 　今回のテーマは、「腰痛」です。“つらい腰痛”の治し方について、五條病院の医師が最新情報をわか
りやすくお話しします。
■日時　３月８日（土）午後１時３０分～３時
■場所　カルム五條
■テーマ　つらい腰痛の治し方
■講師　小川宗広医師（奈良県立五條病院整形外科医長）、理学療法士、整形外科病棟看護師
■申込方法　参加申込が必要です。３月７日（金）までに申し込んでください。
■申込・問合先　保健福祉センター成人保健係（内線２９０）

カルム五條では、赤ちゃんからお年寄りまで
すべての市民の皆さんの健康相談を受けつけ
ています。
お気軽にご利用ください。

カルム五條（保健福祉センタ−）
☎２２・４００１　内線２８９，２９０
FAX２２・６５８５　　　　　　　

県立五條病院からのお知らせ
県内で初めてカプセル内視鏡を導入しました
当院では、患者さんの苦痛が少なく、安全な内視鏡検査を求めて、県内で初めて『カプセル内視鏡』を導入しました。
▽カプセル内視鏡とは
　超小型カメラを内蔵した長さ26㎜、幅11㎜のカプセルをビタミン剤のように口
から飲み込むだけの内視鏡検査です。カプセルは消化管を通過しながら画像を撮影
し、画像を記録装置に転送します。医師はこの画像をもとに小腸の診断を行います。
▽カプセル内視鏡の特徴
　従来の小腸検査に比べ苦痛がほとんどなく、約８時間の検査中、病院にいる必要
がなく、画像を受信するアンテナや記録装置を腹部・腰部に取り付けた状態で、通
常の生活ができます。検査終了後、その状態のまま病院に戻り機械を取り外します。
また、検査開始後２時間後からお水、４時間後からは軽い食事を取ることができます。

▽正確な診断
　小腸は全長約６ｍと長く、全消化管の７５％を占める、体内で最も長い臓器であり、従来
の内視鏡やその他の検査方法では十分な観察ができませんでした。そのため、優れた検査方
法の開発が望まれていました。カプセル内視鏡検査は、従来、他の小腸検査では見逃されて
きた病変の検出が可能であることを証明しました。特に原因不明の消化管出血例のうち小腸
腫
しゅ

瘍
よう

が発見された症例は約９％にのぼり、そのうち約半数は悪性腫瘍であったとの報告もあ
りました。一個のカプセルを飲むことで小腸内視鏡検査ができ、原因不明の消化管出血の原
因が明らかになり、さらには早期診断、早期治療が可能となる画期的な検査です。

▽カプセル内視鏡は保険適用です
　原因不明の消化管出血に伴う小腸疾患の診断を行う場合に保険適用されています。なお、患者さんの自己負担額は、３割負担
で約３万円となります。
　「過去に検査したが原因を追究できなかった」、「原因不明の下血や貧血が継続する」などでお悩みの患者さんがおられましたら、
是非、この機会に当院までご一報ください。

■問合先　奈良県立五條病院　内科　☎２２・１１１２
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し尿くみ取りのお知らせ
〈大塔地区〉

　３月のくみ取りについては、冬場のため
道路への積雪や路面の凍結が予想されるの
で、予定日の設定は行いません。くみ取り
を希望する場合は、直接業者に問い合わせ
てください。
■申込・問合先　ダイワクリーンサービス
　　　　　　　　☎０７４５・５２・３３７２

市立五條文化博物館　冬季企画展

■問合先　市立五條文化博物館
　　　　　☎２４・２０１１

もうすぐ春
－春を待つ人々の祈り－

２月２３日(土)開幕

五
條
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集
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集
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加
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金
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後
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※
電
話
で
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

直
接
児
童
館
へ
来
館
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

五
條
児
童
館

　

☎
２
２
・
２
２
２
８

　
　
（
市
役
所
北
側
）

市
立
五
條
文
化
博
物
館

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ガ
イ
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

市
立
五
條
文
化
博
物
館
で
は
、
博

物
館
来
館
者
に
展
示
解
説
や
案
内
を

し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。
人
と
話
を
す
る
の
が

大
好
き
な
皆
さ
ん
、
大
歓
迎
で
す
。

■
期
間　

平
成
20
年
４
月
１
日
～
平

成
22
年
３
月
31
日

■
対
象
・
募
集
人
数　

16
歳
以
上
の

人
、
30
人
程
度

■
活
動
内
容　

　

来
館
者
へ
の
展
示
解
説
な
ど
（
都

合
の
よ
い
日
で
、
月
１
～
３
回
、

午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

　

他
の
博
物
館
見
学
な
ど
の
研
修
会

（
年
１
～
２
回
）

■
応
募
方
法　

は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
博
物
館
ま
で
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

■
応
募
締
切　

３
月
15
日（
土
）

■
申
込
・
問
合
先

　

市
立
五
條
文
化
博
物
館

　

☎
２
４
・
２
０
１
１

　

〒
６
３
７―

０
０
９
１

　

五
條
市
北
山
町
９
３
０—

２

み
ん
な
で
、歩
き
ま
せ
ん
か
！

　

寒
い
今
こ
そ
、
み
ん
な
で
歩
き
出

せ
ば
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き

ま
す
。

■
日
時　

３
月
８
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條
を
基
点
に
野

原
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。（
雨

天
場
合
で
も
カ
ル
ム
五
條
で
開

催
）

■
内
容　

３
～
４
㎞
程
度
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

■
指
導
者　

五
條
市
運
動
普
及
推
進

員
■
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、

タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
で
き
る
も

の（
雨
天
の
場
合
上
履
き
）

■
申
込
締
切　

３
月
６
日（
木
）

■
申
込
・
問
合
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
人
保
健
係

　

本（
内
線
２
９
０
）

健
康
の
た
め
の
料
理
教
室

　

食
べ
る
こ
と
は
、
楽
し
く
ま
た
元

気
の
み
な
も
と
で
す
。
お
い
し
い

も
の
に
出
会
う
と
、
自
然
に
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、「
好
き

な
も
の
を
好
き
な
だ
け
」食
べ
て
い

て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
生
活
習
慣

特
に
偏
っ
た
食
習
慣
が
肥
満
や
高
血

圧
、
肝
臓
病
、
動
脈
硬
化
、
骨
粗
し
ょ

う
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
毎
日
の
食
事
を
、
ち
ょ
っ

と
し
た
気
遣
い
や
裏
ワ
ザ
で
、「
お
い

し
く
」し
か
も「
健
康
に
も
よ
い
」料

理
の
方
法
を
調
理
実
習
等
で
見
直
し

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

２
月
29
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
人

（
定
員
20
人
）

■
テ
ー
マ　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
で
、
か
ら
だ
い
き
い
き

■
指
導
者　

五
條
市
食
生
活
改
善
推

進
員

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
き
ん
、

手
ぬ
ぐ
い
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

■
申
込
締
切　

２
月
22
日（
金
）

■
申
込
・
問
合
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
人
保
健
係

　

本（
内
線
２
９
０
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
調
理
の
工

夫
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

３
月
３
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
16
人（
五
條
市
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
テ
ー
マ　

簡
単
手
作
り
パ
ン

■
指
導
者　

足
立
敦
子
先
生（
Ｍ
Ｂ

Ｓ「
水
野
真
紀
の
魔
法
の
レ
ス
ト

ラ
ン
」フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）

■
参
加
費　

１
，
１
０
０
円（
材
料

費
８
０
０
円
、
利
用
団
体
連
絡
協

議
会
会
費
３
０
０
円
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、

ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
、
料
理
持
ち

帰
り
用
の
容
器

■
申
込
方
法　

２
月
29
日（
金
）ま
で

に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
２
歳
以
上

就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
申
込
・
問
合
先

　

中
央
公
民
館

　

☎
２
４
・
２
０
０
１

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
講
座

　

季
節
の
寄
せ
植
え
を
一
緒
に
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

３
月
10
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

20
人（
五
條
市
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
テ
ー
マ　

暖
か
な
春
色
の
コ
ン
テ

ナ
ガ
ー
デ
ン

■
指
導
者　

青
木
恵
子
先
生（
ガ
ー

デ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

■
参
加
費　

２
，
３
０
０
円（
材
料

費
２
，
０
０
０
円
、
利
用
団
体
連

絡
協
議
会
会
費
３
０
０
円
）

■
持
ち
物　

古
新
聞
、ゴ
ミ
袋
、ガ
ー

デ
ン
グ
ロ
ー
ブ（
軍
手
）、
筆
記
用

具
、
作
品
持
ち
帰
り
用
袋

■
申
込
方
法　

２
月
29
日（
金
）ま
で

に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
２
歳
以
上

就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

1�おしらせ



　「広報五條」は原則新聞折り
込み（ただし全国紙等）で配布
します。新聞を購読していない、
または新聞広告等が折り込まれ
ていない世帯については、個別
発送希望の申請を行ってくださ
い。
インターネットの五條市ホームページ
（http://www.city.gojo.lg.jp/）
にも「広報五條」を掲載してい
ます。

■
申
込
・
問
合
先

　

中
央
公
民
館

　

☎
２
４
・
２
０
０
１

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

（
体
験
教
室
）

　

今
回
は
、
弘
法
大
師
が
教
え
た
と

い
わ
れ
る
伝
統
あ
る
高
野
紙
の
紙
す

き
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。（
館
外
学

習
）

■
日
時　

３
月
15
日（
土
）午
前
１
時

30
分
中
央
公
民
館
出
発（
午
後
４

時
30
分
中
央
公
民
館
到
着
）

■
場
所　

紙
遊
苑（
伊
都
郡
九
度
山

町
）

■
定
員　

先
着
20
人（
五
條
市
に
在

住
す
る
小
学
生
お
よ
び
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
）

■
テ
ー
マ　

親
子
で
紙
す
き
体
験
を

し
よ
う
！

■
指
導
者　

稲
葉
孝
子
先
生（
し
ゅ

ん
こ
う
ち
ぎ
り
絵
講
師
）

■
参
加
費　

親
子
１
組
９
０
０
円

（
体
験
料
２
人
で
６
０
０
円
、
利

用
団
体
会
費
３
０
０
円
）

※
人
数
追
加
す
る
場
合
は
、
１
人
に

つ
き
３
０
０
円
が
必
要
で
す
。

■
申
込
方
法　

３
月
７
日（
金
）ま
で

に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

中
央
公
民
館

　

☎
２
４
・
２
０
０
１

手
作
り
お
し
ゃ
れ
講
座

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

　
「
手
作
り
お
し
ゃ
れ
講
座
」は
、
自

分
ら
し
く
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
み
た
い

女
性
の
講
座
で
す
。
今
回
は
、
家
庭

で
使
え
る
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
を
楽
し

く
学
び
ま
す
。
お
好
き
な
精
油
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
オ
イ
ル
を
作
っ
て
、
ア

ロ
マ
ハ
ン
ド
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
を

覚
え
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

３
月
16
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

20
人（
五
條
市
に
在
住
す

る
中
学
生
以
上
の
女
性
）

■
テ
ー
マ　

ア
ロ
マ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

■
指
導
者　

長
谷
川
弥
生
先
生（
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ス
ト
）

■
参
加
費　

１
，
５
０
０
円（
材
料

費
１
，
２
０
０
円
、
利
用
団
体
連

絡
協
議
会
会
費
３
０
０
円
）

■
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
ハ
ン
ド

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

■
申
込
方
法　

３
月
６
日（
木
）ま
で

に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
２
歳
以
上

就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
申
込
・
問
合
先

　

中
央
公
民
館

　

☎
２
４
・
２
０
０
１

ご
じ
ょ
う
ば
う
む学芸

員
ト
ー
ク

　

休
日
の
ひ
と
時
、
歴
史
の
好
き
な

人
同
士
で
歴
史
や
文
化
財
の
こ
と
を

語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

２
月
17
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら

■
場
所　

市
立
五
條
文
化
博
物
館

■
定
員　

20
人（
先
着
順
）

■
今
月
の
話
題
提
供
者　

石
部
正
志

（
館
長
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
・
問
合
先

　

市
立
五
條
文
化
博
物
館

　

☎
２
４
・
２
０
１
１

第
８
回
五
條
市

詩
吟
愛
好
者
発
表
会

　

中
央
公
民
館
を
は
じ
め
と
す
る
市

内
の
各
公
民
館
等
で
詩
吟
を
学
ぶ

人
々
、お
よ
び
先
生
が
発
表
す
る「
第

８
回
五
條
市
詩
吟
愛
好
者
発
表
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
９
日（
日
）午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
発
表
流
派　

関
心
流
、
光
世
流
、

東
嶺
流
、
和
秀
流
、
関
西
吟
詩

■
問
合
先

　

中
央
公
民
館

　

☎
２
４
・
２
０
０
１

自
衛
隊
各
種
採
用
試
験

（
任
期
制
自
衛
官
）

■
試
験
日
時　

２
月
17
日（
日
）

■
募
集
種
目　

任
期
制
自
衛
官「
２

等
陸
・
海
・
空
」（
１
任
期
＝
陸
：

２
年
、
海
・
空
：
３
年
）

■
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
男
子

■
受
付
期
間　

２
月
16
日（
土
）ま
で

■
問
合
先

　

自
衛
隊
五
條
地
域
事
務
所

　

☎
２
２
・
３
７
８
９

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

日
蓮
宗
奈
良
県
宗
務
所
立
正
青
年

会（
宇
陀
市
）

友
遊
会

石
田
冨
貴
子（
小
和
町
）

五
條
市
ス
カ
ウ
ト
育
成
協
議
会

井
上
富
雄（
須
恵
）

小
森
康
教（
野
原
西
）

小
さ
な
小
さ
な
シ
ュ
フ
の
店（
上

野
町
）

西
吉
野
中
学
校
生
徒
会
一
同

芳
田
富
子（
霊
安
寺
町
）

播
本
琢
史（
野
原
西
）

岩
井
良
夫（
丹
原
町
）

《
福
祉
基
金
》

高
野
山
真
言
宗
内
吉
野
宗
務
支
所

（
下
之
町
）
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